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第
22
回  

防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー 
特集 

全 体 
写 真 

Ｑ 

セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
で
あ
る 

 
 

 

「
新
た
な
防
衛
計
画
の
大
綱
」 

と
は
何
で
す
か
？ 

 

防
衛
装
備
品
の
取
得
や
自
衛
隊

の
運
用
体
制
の
確
立
等
は
一
朝
一

夕
に
は
で
き
ず
、
長
い
年
月
を
要

す
る
た
め
、
中
長
期
的
見
通
し
に

立
っ
て
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

新
た
な
防
衛
計
画
の
大
綱
（
防

衛
大
綱
）
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
、
昨
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
国

家
安
全
保
障
戦
略
を
踏
ま
え
、
今

後
の
我
が
国
の
防
衛
の
基
本
方
針
、

防
衛
力
の
役
割
、
自
衛
隊
の
具
体

的
な
体
制
の
目
標
水
準
な
ど
を
示

す
も
の
と
し
て
同
月
閣
議
決
定
さ

れ
ま
し
た
。 国家安全保障戦略 

外交政策及び防衛政策を中心とした 

国家安全保障の基本方針 

      
戦略を踏まえ策定 

示された防衛力の 

目標水準の達成 

予算となり、事業 

として具体化 

 

こ
れ
は
昭
和
51
年
、
平
成
７
年
、

平
成
16
年
、
平
成
22
年
に
定
め
ら

れ
た
防
衛
大
綱
に
次
い
で
５
番
目

と
な
る
防
衛
大
綱
で
、
概
ね
10
年

程
度
の
期
間
を
念
頭
に
お
い
て
い

ま
す
。 

 

防
衛
大
綱
に
示
さ
れ
た
防
衛
力

の
目
標
水
準
な
ど
を
踏
ま
え
、
５

年
間
を
対
象
と
す
る
中
期
防
衛
力

整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
、
こ
の
計

画
に
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
年
度

の
防
衛
力
整
備
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

  

 

南
関
東
防
衛
局
が
主
催
し
て
い

る
防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
も
第
22
回

を
迎
え
ま
し
た
。
防
衛
問
題
セ
ミ

ナ
ー
は
防
衛
政
策
や
自
衛
隊
の
活

動
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
国
民
の

皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、

平
成
19
年
度
か
ら
管
内
（
神
奈
川

県
、
山
梨
県
、
静
岡
県
）
各
地
に

お
い
て
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
回
は
、
３
月
４
日
、
横
須
賀

芸
術
劇
場
（
ヨ
コ
ス
カ
・
ベ
イ
サ

イ
ド
・
ポ
ケ
ッ
ト
）
に
お
い
て
、

講
師
に
拓
殖
大
学
特
任
教
授
・
前

防
衛
大
臣
の
森
本
敏
氏
、
防
衛
省

防
衛
政
策
課
長
の
芹
澤
清
氏
を
招

き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
新
た
な
防
衛
計
画
の
大
綱
」

の
策
定
に
あ
た
っ
た
芹
澤
氏
、
日

本
の
安
全
保
障
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
で
あ
る
森
本
氏
お
二
人
の
話
は

大
変
に
興
味
深
く
、
多
く
の
参
加

者
の
関
心
を
惹
い
て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
は
、
主
催

者
で
あ
る
当
局
の
丸
井
博
局
長
か
ら
の
開

会
挨
拶
、
後
援
を
頂
い
た
横
須
賀
市
の
吉

田
雄
人
市
長
の
来
賓
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し

た
。 

 

講
演
は
、
芹
澤
氏
が
「
新
た
な
防
衛
計

画
の
大
綱
」
と
題
し
、
昨
年
12
月
に
策
定

さ
れ
た
防
衛
計
画
の
大
綱
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
解
説
し
、
引

き
続
き
、
森
本
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、

我
が
国
が
喫
緊
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
安
全
保
障
上
の
課
題
や
、
中
国
・

北
朝
鮮
・
韓
国
情
勢
な
ど
を
中
心
に
分
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
場
に
は
約
４
８
０
名
が
聴
講
に
訪
れ
、

各
講
師
か
ら
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
聴
講
者
か
ら
は
、
「
大
綱

の
考
え
方
が
良
く
理
解
で
き
た
」
、
「
我

が
国
の
周
辺
事
情
の
根
本
が
良
く
分
か
る

説
明
で
あ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

  

防衛計画の大綱 
防衛力の在り方と 

保有すべき防衛力の水準を規定 

中期防衛力整備計画 
５ヵ年間の経費の総額(の限度)と 
主要装備の整備数量を明示 

 

年  度  予  算 
情勢等を踏まえて精査の上、 
各年度毎に必要な経費を計上 

 

      

      

（写真上）森本前防衛大臣 
（写真中右）吉田市長 
（写真中左）芹澤課長 
（写真下）丸井局長 
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沖
縄
県
道
１
０
４
号
線
越
え
実
弾
射
撃
訓
練
の
分
散
・
実
施―

北
富
士―

 

 

沖
縄
県
に
所
在
す
る
米
軍
施
設

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
に
お
い
て

実
施
さ
れ
て
い
た
１
５
５
ミ
リ
榴

弾
砲
に
よ
る
沖
縄
県
道
１
０
４
号

線
越
え
実
弾
射
撃
訓
練
は
、
米
軍

施
設
・
区
域
が
集
中
す
る
沖
縄
県

の
負
担
軽
減
を
図
り
、
ま
た
日
米

安
保
体
制
の
信
頼
性
の
向
上
を
図

る
上
で
米
軍
の
練
度
維
持
及
び
即

応
態
勢
を
保
持
す
る
た
め
、
平
成

９
年
か
ら
本
土
の
５
カ
所
に
て
分

散
・
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

南
関
東
防
衛
局
管
内
で
は
北
富

士
演
習
場
と
東
富
士
演
習
場
で
こ

の
訓
練
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
局

は
訓
練
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

特集 

 

沖
縄
の
負
担
軽
減 

 

 

厳
冬
期
の
射
撃
訓
練 

 

 

沖
縄
県
、
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ

ン
で
実
施
さ
れ
て
い
た
米
軍
に
よ

る
沖
縄
県
道
１
０
４
号
線
越
え
１

５
５
ミ
リ
榴
弾
砲
に
よ
る
実
弾
射

撃
訓
練
は
、
県
道
１
０
４
号
線
を

ま
た
ぐ
形
で
射
撃
が
行
わ
れ
る
た

め
、
県
道
を
封
鎖
し
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

 

平
成
８
年
８
月
、
日
米
合
同
委

員
会
に
お
い
て
、
沖
縄
県
の
負
担

の
軽
減
を
図
る
な
ど
の
観
点
か
ら
、

こ
の
訓
練
を
本
土
の
５
演
習
場
で

分
散
・
実
施
す
る
こ
と
が
合
意
さ

れ
、
翌
年
度
の
平
成
９
年
度
か
ら
、

本
土
５
か
所
の
自
衛
隊
演
習
場

（
矢
臼
別
、
王
城
寺
原
、
東
富
士
、

北
富
士
及
び
日
出
生
台
）
で
訓
練

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ 

矢臼別 

王城寺原 

北富士 

東富士 

日出生台 

 

今
年
、
１
月
か
ら
２
月
に
か
け

て
北
富
士
演
習
場
に
お
け
る
第
12

回
目
の
分
散
・
移
転
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
初
め
て
の

厳
冬
期
の
訓
練
と
い
う
こ
と
で
こ

れ
ま
で
以
上
に
緊
張
し
た
訓
練
と

な
り
ま
し
た
。 

 

通
常
キ
ャ
ン
プ
富
士
に
集
結
し

た
部
隊
は
東
富
士
演
習
場
を
通
り

北
富
士
演
習
場
に
移
動
し
ま
す
が
、

積
雪
の
た
め
こ
れ
が
不
可
能
と
な 

 
 り

、
演
習
場
外
の
一
般
道
を
通
っ

て
約
１
０
０
両
の
車
両
を
移
動
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
般
道
に
も
積
雪
や
凍
結
の
影
響

が
あ
り
、
ま
た
一
般
車
両
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
日
米
間
で
綿
密
な
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
米
軍
側
も
厳
寒
の
気
候
に

鑑
み
、
射
撃
期
間
中
に
４
日
間
の

休
止
期
間
を
設
け
る
な
ど
、
訓
練

参
加
部
隊
の
安
全
・
健
康
面
に
も

慎
重
な
注
意
を
払
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
結
果
、
厳
し
い
環
境
の
中

で
行
わ
れ
た
今
回
の
実
弾
射
撃
訓

練
も
往
復
２
回
の
場
外
通
行
を
含

め
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
南
関
東

防
衛
局
は
今
後
も
ベ
ス
ト
を
尽
く

し
て
分
散
・
移
転
訓
練
に
関
す
る

サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。 

小火器訓練 

155ミリ榴弾砲 

米軍車両による場外通行を支援 

 
 

 

南
関
東
防
衛
局
で
は
、
管
内
に

所
在
す
る
北
富
士
演
習
場
及
び
東

富
士
演
習
場
に
お
け
る
訓
練
時
に

は
現
地
対
策
本
部
を
設
置
し
、
24

時
間
体
制
で
米
軍
へ
の
支
援
や
関

係
自
治
体
等
へ
の
情
報
提
供
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す 

沖縄から 
分散・実施 



日
米
交
流
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ 
特集 

 

２
月
23
日
、
厚
木
飛
行
場
に
隣
接

す
る
大
和
・
綾
瀬
両
市
に
跨
が
る
公

園
及
び
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
会
場
と
し

て
、
平
成
25
年
度
日
米
交
流
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
イ
ベ
ン
ト
は
当
初
昨
年
10
月
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
台
風
接
近

の
影
響
に
よ
り
、
延
期
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
も
の
の
、
両
市
の
職
員
や
米

海
軍
、
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
関
係
者
の

多
大
な
ご
協
力
に
よ
り
無
事
こ
の
日

の
開
催
を
迎
え
た
も
の
で
し
た
。 

 

当
日
は
、
大
和
市
、
綾
瀬
市
、
米

海
軍
の
児
童
合
わ
せ
て
約
１
０
０
名

が
参
加
し
、
元
プ
ロ
野
球
、
元
Ｊ

リ
ー
グ
の
選
手
に
よ
る
教
室
に
引
き

続
き
、
日
米
混
合
チ
ー
ム
に
よ
る
親

善
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
は
寒
さ
に
負
け
ず
児
童
の
は
つ
ら

つ
と
し
た
プ
レ
ー
に
、
訪
れ
た
日
米

約
２
０
０
名
の
家
族
や
関
係
者
の

方
々
も
一
緒
に
な
っ
て
雰
囲
気
を
楽

し
み
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
中
央
広
場
に
設
置
さ
れ
た

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
米
海
軍
の
児

童
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ａ
太
鼓
キ
ッ
ズ
）
に
よ

る
和
太
鼓
演
奏
や
、
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

（
Ｒ
Ｄ
Ｅ 

チ
ー
ム 

ラ
フ
ィ
ネ
ス
）

に
よ
る
見
事
な
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ 

 

南
関
東
防
衛
局
で
は
、
米
軍
基

地
が
所
在
す
る
関
係
自
治
体
及
び

周
辺
住
民
の
方
々
と
米
軍
人
及
び

そ
の
家
族
と
の
人
的
交
流
を
通
じ

て
、
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
文
化
活
動
な
ど

に
よ
る
日
米
交
流
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

 

今
回
、
第
８
回
目
と
な
る
日
米

交
流
事
業
は
、
２
月
23
日
、
大
和

市
引
地
川
公
園
ゆ
と
り
の
森
及
び

綾
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
て
「
日
米

交
流
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
厳

し
い
寒
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
元

気
い
っ
ぱ
い
な
日
米
の
子
供
た
ち

が
参
加
し
ま
し
た
。 

ン
ス
、
更
に
は
、
在
日
米
海
軍
の
茶

道
教
室
の
生
徒
に
よ
り
野
点
（
の
だ

て
）
席
で
お
茶
が
振
る
舞
わ
れ
る
な

ど
、
本
イ
ベ
ン
ト
に
華
を
添
え
て
く

れ
ま
し
た
。 

 

試
合
後
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
す
べ
て
の
関
係
者
が
一
同
に
会
し

て
昼
食
を
と
り
、
更
に
日
米
相
互
の

親
睦
を
深
め
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

打
ち
解
け
合
っ
た
日
米
の
児
童
の
あ

ふ
れ
る
笑
顔
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 

 
 

 

今
回
の
日
米
交
流
事
業
は
、
厚
木

基
地
周
辺
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み

で
し
た
が
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
成
功
裡
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
後
も
皆
さ
ま
か
ら
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
日
米
交
流
事
業
の
企

画
・
実
行
に
努
め
て
行
き
ま
す
。 

（写真上）野点 

（写
真
右
上
）ラ
フ
ィ
ネ
ス 

（写
真
右
下
）太
鼓
キ
ッ
ズ 

（写
真
左
）開
会
式 

（前列左から）笠間綾瀬市長、丸井局長、米海軍厚木航空施設ウィーマン司令官 
（後列）来賓の皆様 
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海
賊
対
処
行
動 

―

遠
く
離
れ
た
海
で―

 
特集 

 
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
ソ
マ
リ

ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
、
こ
こ
で
自
衛

隊
が
海
賊
対
処
の
た
め
に
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
は
、

年
間
約
２
千
隻
の
日
本
関
係
船
舶

が
通
航
す
る
重
要
な
海
上
交
通
路

で
す
が
、
海
賊
に
よ
る
事
案
が
多

発
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
日
本
を
含
む
国
際
社
会

に
と
っ
て
の
課
題
で
す
。
こ
の
た

め
、
こ
の
海
域
に
お
い
て
、
日
本

人
や
日
本
の
財
産
を
守
る
た
め
に

海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
や
哨
戒
機

が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
厚
木
基
地
の
Ｐ
３
Ｃ
哨
戒
機

や
横
須
賀
基
地
の
護
衛
艦
も
活
躍

し
て
い
ま
す
。 

  

 

新
聞
報
道 

 

 

今
年
１
月
22
日
付
け
の
読
売
新

聞
は
、
海
上
自
衛
隊
の
協
力
に
よ

り
海
賊
と
み
ら
れ
る
５
人
の
ソ
マ

リ
ア
人
が
拘
束
さ
れ
た
こ
と
を
報

じ
ま
し
た
。 

 

統
合
幕
僚
監
部
が
発
表
し
た
資

料
に
よ
れ
ば
、
１
月
18
日
、
商
船

が
海
賊
か
ら
攻
撃
を
受
け
て
い
る

と
の
情
報
を
受
け
、
護
衛
活
動
中

の
護
衛
艦
「
さ
み
だ
れ
」
が
搭
載

ヘ
リ
を
発
艦
、
こ
の
商
船
の
安
全

を
確
認
し
た
後
、
不
審
な
小
型
船

を
発
見
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
ア

デ
ン
湾
を
警
戒
監
視
中
の
Ｐ
３
Ｃ

哨
戒
機
が
こ
の
小
型
船
を
監
視
し
、

日
本
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
フ
ラ

ン
ス
海
軍
艦
艇
が
立
入
検
査
を
実

施
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
小
型
船
は
海
賊
に
乗
っ
取

ら
れ
て
お 

り
、
海
賊 

５
名
の
身 

柄
を
拘
束 

す
る
と
と 

も
に
、
乗 

員
を
解
放 

し
ま
し
た
。 

 

自
衛
隊
は
海
賊
対
処
法
に
基
づ

き
護
衛
艦
２
隻
を
派
遣
し
、
こ
の

海
域
を
航
行
す
る
船
舶
の
護
衛
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
Ｐ
３
Ｃ
固

定
翼
哨
戒
機
２
機
を
派
遣
し
、
上

空
か
ら
の
監
視
警
戒
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

 
護
衛
艦
は
、
ア
デ
ン
湾
を
往
復

し
な
が
ら
民
間
船
舶
を
護
衛
し
て

い
ま
す
。
護
衛
方
法
と
し
て
は
、

ま
ず
ア
デ
ン
湾
の
東
西
に
一
か
所

ず
つ
定
め
ら
れ
た
集
合
地
点
に
お

い
て
、
護
衛
の
対
象
と
な
る
民
間

船
舶
の
受
け
入
れ
作
業
を
行
い
護 

衛
船
団
を
作
り
ま
す
。
ア
デ
ン
湾

を
こ
の
船
団
が
航
行
す
る
際
に
は
、

船
団
の
前
後
を
護
衛
艦
が
守
り
、

護
衛
艦
に
搭
載
さ
れ
た
哨
戒
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
も
、
上
空
か
ら
船
団
の

周
囲
を
監
視
し
ま
す
。
こ
う
し
て

昼
夜
を
問
わ
ず
船
団
の
安
全
確
保

に
万
全
を
期
し
つ
つ
、
ア
デ
ン
湾

約
９
０
０
キ
ロ
（
季
節
に
よ
り
約

１
１
０
０
キ
ロ
）
を
２
日
ほ
ど
か

け
て
通
過
し
て
い
き
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
（
２
月
末
時
点
）
の

護
衛
船
舶
数
は
計
３
２
４
４
隻
で
、

護
衛
回
数
は
５
０
１
回
を
数
え
ま

す
。
な
お
、
昨
年
12
月
10
日
か
ら

護
衛
艦
１
隻
は
国
際
的
な
海
賊
対

処
部
隊
で
あ
る
Ｃ
Ｔ
Ｆ―

１
５
１

の
ゾ
ー
ン
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
参
加

し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
ジ
ブ
チ
共
和
国
に
活
動

拠
点
を
置
く
Ｐ
３
Ｃ
哨
戒
機
も
、

日
本
の
面
積 

に
匹
敵
す
る 

ほ
ど
広
大
な 

ア
デ
ン
湾
を
、 

優
れ
た
航
続 

力
を
発
揮
し 

て
警
戒
監
視 

を
行
っ
て
い 

ま
す
。 

 

海
賊
対
処
行
動
の
概
要 

 

海賊に乗っ取られていた小型船 

アデン湾上空を飛行するＰ３Ｃ哨戒機 

５ 南関東防衛局広報紙「南関防衛」 平成２６年春号 



トピック 

岩
国
移
駐
に
関
す
る
協
議
会 

掃
海
艦
「
２
０
４
号
」
起
工
式 

 

２
月
７
日
、
ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
株
式
会
社
横
浜
事
業
所
鶴
見

工
場
に
お
い
て
、
掃
海
艦
２
０
４
号
の

起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
起
工
式
で

は
、
初
め
て
加
工
す
る
船
体
材
料
を
用

意
し
、
清
め
払
い
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

掃
海
艦
や
掃
海
艇
の
主
任
務
は
、
機

雷
の
除
去
で
あ
り
、
掃
海
艦
は
掃
海
艇

よ
り
も
更
に
深
い
位
置
に
あ
る
機
雷
を

除
去
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

 

本
艦
は
、
国
内
初
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
材
を
用
い
た
掃
海
艦
で
あ
り
、

新
型
の
深
々
度
対
応
機
雷
探
知
機
な
ど
、

国
産
の
新
規
武
器
シ
ス
テ
ム
を
装
備
す

る
予
定
で
す
。 

 

深
々
度
高
知
能
化
機
雷
へ
の
対
処
能

力
を
強
化
し
た
新
型
掃
海
艦
の
一
番
艦

で
あ
る
掃
海
艦
２
０
４
号
は
、
従
来
の

「
や
え
や
ま
」
型
の
後
継
艦
と
し
て
、

将
来
の
掃
海
業
務
の
主
力
と
し
て
の
期

待
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。
建
造
後
の
海

上
自
衛
隊
へ
の
引
渡
し
は
、
平
成
29
年

３
月
の
予
定
で
す
。 

在
日
米
海
軍
副
司
令
官
の
着
任 

 

２
月
24
日
、
在
日
米
海
軍
副
司
令

官(

兼
参
謀
長)

マ
イ
ク
・
コ
ー
ル
マ

ン
大
佐
が
着
任
挨
拶
の
た
め
、
南
関

東
防
衛
局
に
来
訪
し
、
丸
井
南
関
東

防
衛
局
長
を
は
じ
め
と
す
る
局
内
幹

部
と
会
談
の
場
を
持
ち
ま
し
た
（
写

真
右
）
。 

 

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
出
身
の
コ
ー
ル

マ
ン
大
佐
は
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
立
軍

人
養
成
大
学
を
経
て
米
海
軍
に
入
隊

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
速
戦
闘
支

援
艦
で
の
勤
務
な
ど
を
経
て
、
海
軍

作
戦
本
部
で
勤
務
し
た
経
験
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で

に
も
横
須
賀
基
地
の
在
日
米
海
軍
司

令
部
や
横
田
基
地
の
在
日
米
軍
司
令

部
で
も
勤
務
し
て
い
ま
す
。 

山
梨
・
静
岡
、
大
雪
で
災
害
派
遣 

 

２
月
中
旬
に
関 

東
地
方
を
襲
っ
た 

大
雪
の
た
め
、
防 

衛
省
・
自
衛
隊
は 

山
梨
県
・
静
岡
県 

を
含
む
一
都
六
県 

で
雪
害
に
関
す
る 

災
害
派
遣
活
動
を 

行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
災
害
派
遣 

活
動
で
は
、
９
日 

間
に
わ
た
り
延
約
５
０
０
０
人
、
車
両

延
約
１
０
０
０
両
、
航
空
機
延
約
１
３

０
機
を
も
っ
て
人
命
救
助
73
名
、
食
料

等
の
物
資
輸
送
44
ト
ン
、
道
路
の
除
雪

距
離
約
２
８
０
キ
ロ
の
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。 

 

当
局
管
内
の
山
梨
県
、
静
岡
県
で
も

大
雪
の
被
害
は
甚
だ
し
く
、
北
富
士
駐

屯
地
の
第
１
特
科
隊
や
滝
ヶ
原
駐
屯
地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
富
士
教
導 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

団
な
ど
が
両 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県
知
事
の
要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

請
を
受
け
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
命
救
助
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道
路
の
除
雪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ど
を
行
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
し
た
。 

（写真上）安否確認 
のため民家に向か 
う隊員 
（写真右）除雪作業 

（写真上） 
初釘打ち 
 
（写真下） 
集合写真 

 
１
月
24
日
、
「
厚
木
飛
行
場
か
ら
の

空
母
艦
載
機
の
移
駐
等
に
関
す
る
協
議

会
（
第
３
回
）
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
協
議
会
は
、
「
再
編
の
実
施
の
た

め
の
日
米
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
記
載
さ

れ
た
厚
木
飛
行
場
か
ら
岩
国
飛
行
場
へ

の
空
母
艦
載
機
の
移
駐
に
関
し
、
移
駐

の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
進
捗
状

況
等
に
つ
い
て
情
報
交
換
等
を
行
う
た

め
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
南
関
東
防
衛

局
長
（
写
真
左
）
、
神
奈
川
県
副
知
事

及
び
厚
木
飛
行
場
周
辺
９
市
の
副
市
長

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

当
日
は
、 

厚
木
飛
行
場 

か
ら
岩
国
飛 

行
場
へ
の
空 

母
艦
載
機
の 

移
駐
に
係
る 

進
捗
状
況
、 

恒
常
的
訓
練 

施
設
の
進
捗 

状
況
、
厚
木 

飛
行
場
周
辺 

住
民
、
自
治
体
の
負
担
の
軽
減
策
に
つ

い
て
国
側
か
ら
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

南
関
東
防
衛
局
と
し
て
は
、
厚
木

飛
行
場
の
空
母
艦
載
機
に
よ
る
航
空
機

騒
音
は
、
周
辺
住
民
の
方
々
に
と
っ
て

大
変
深
刻
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
引
き
続
き
、
周
辺
住
民
の
方
々

の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る

と
と
も
に
、
空
母
艦
載
機
の
移
駐
に
関

し
、
適
切
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。 

６ 南関東防衛局広報紙「南関防衛」 平成２６年春号 



紹 介 

第９次派遣海賊対処行動航空隊司令 向井強１等海佐 
                                 （南関東防衛局防衛補佐官） 

■特集インタビュー 

向井 強 (むかい つよし） 

－昭和37年生まれ 
 
－出身：愛媛県 
 
－防衛大学校卒（２９期） 
 
－第３航空隊（厚木） 
 第７航空隊（鹿屋） 
 第２航空隊（八戸） 
 統合幕僚監部などで勤務 
 
－平成24年７月より現職 
 

Ｑ 

簡
単
に
自
己
紹
介
を
お
願
い
し

ま
す
。 

Ａ 

出
身
は
愛
媛
県
で
、
防
衛
大
学

校
29
期
で
す
。
卒
業
後
は
海
上
自
衛

隊
に
入
隊
し
、
厚
木
、
鹿
屋
、
八
戸

の
航
空
隊
で
勤
務
し
ま
し
た
。
ま
た
、

下
関
市
小
月
の
教
育
航
空
隊
で
教
官

を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
南
関
東

防
衛
局
の
前
は
厚
木
の
第
３
航
空
隊

で
副
長
を
し
て
い
ま
し
た
。 

Ｑ 

そ
の
厚
木
に
お
ら
れ
た
時
に
ジ

プ
チ
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
す
ね
。 

Ａ 

そ
う
で
す
。
正
式
に
は
第
９
次

派
遣
海
賊
対
処
行
動
航
空
隊
司
令
と

し
て
平
成
24
年
２
月
か
ら
６
月
ま
で

ジ
プ
チ
に
て
勤
務
し
ま
し
た
。 

Ｑ 

当
時
の
勤
務
で
大
変
だ
っ
た
こ 

南 

関 

東 

防 

衛 

局 

 

今
回
は
、
ジ
ブ
チ
共
和
国
を
拠
点
に
海
賊
対
処
行
動
航
空
隊
に
参
加
し

た
経
験
を
持
つ
南
関
東
防
衛
局
の
防
衛
補
佐
官
、
向
井
強
１
佐
に
当
時
の

経
験
談
や
自
衛
隊
の
活
動
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た

（
平
成
26
年
２
月
26
日
）
。 

人物ｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟ 

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。 

Ａ 

私
は
航
空
隊
司
令
と
し
て
Ｐ
３

Ｃ
哨
戒
機
に
よ
る
ア
デ
ン
湾
の
警
戒

監
視
任
務
に
就
い
て
い
ま
し
た
。
ア

デ
ン
湾
は
イ
ェ
メ
ン
と
ソ
マ
リ
ア
に

挟
ま
れ
た
地
中
海
か
ら
イ
ン
ド
洋
に

抜
け
る
細
長
い
海
域
で
す
。
地
図
で

は
小
さ
く
見
え
ま
す
が
、
日
本
の
面

積
に
相
当
す
る
広
大
な
面
積
が
あ
り
、

こ
こ
を
航
行
す
る
無
数
の
船
舶
を
一

つ
一
つ
上
空
か
ら
確
認
し
、
不
審
な

船
舶
か
ど
う
か
確
認
す
る
の
は
大
変

な
作
業
で
し
た
。 

Ｑ 

海
賊
船
と
遭
遇
す
る
こ
と
も
多

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

Ａ 

私
が
赴
任
し
て
い
た
間
、
２
隻

の
不
審
な
小
型
船
を
発
見
し
ま
し
た
。 

 

冒
頭
特
集
記
事
で
紹
介
し
た
沖
縄
県
道
１
０

４
号
線
越
え
１
５
５
ミ
リ
榴
弾
砲
実
弾
射
撃
訓

練
の
北
富
士
演
習
場
に
お
け
る
分
散
・
実
施
は

無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

 

訓
練
に
参
加
し
た
米
海
兵
隊
部
隊
は
北
富
士

演
習
場
で
実
弾
射
撃
訓
練
を
行
っ
た
後
、
キ
ャ

ン
プ
富
士
に
て
沖
縄
に
帰
還
す
る
準
備
を
し
つ

つ
、
時
間
の
合
間
を
ぬ
っ
て
地
元
の
養
護
施
設

を
訪
問
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し

た
。 

  

２
月
２
日
、
米
海
兵
隊
の
有
志
24
名
が
牧
師

さ
ん
に
率
い
ら
れ
て
訪
れ
た
の
は
静
岡
県
駿
東

郡
に
あ
る
聖
心
養
護
園
（
米
軍
に
は
牧
師
さ
ん

も
い
る
の
で
す
）
。
こ
れ
ま
で
も
北
富
士
演
習

場
や
東
富
士
演
習
場
で
訓
練
を
行
う
際
に
度
々

訪
れ
た
場
所
で
す
。 

 

こ
の
日
は
節
分
が
近
い
と
い
う
こ
と
で
外
で

豆
ま
き
を
、
と
考
え
た
の
で
す
が
、
あ
い
に
く

の
雨
の
た
め
、
室
内
で
園
児
た
ち
と
楽
し
く
粘

土
遊
び
を
行
い
ま
し
た
。 

 

で
も
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
ま
ま
で
は
帰
れ
な
い

で
す
ね
。
最
後
は
屈
強
な
海
兵
隊
員
が
鬼
の
仮

面
を
か
ぶ
っ
て
鬼
は
外
。
参
加
し
た
隊
員
も
園

児
達
も
楽
し
い
一
時
と
な
り
ま
し
た
。 

  

※本記事は２月２６日時点のものです 

こ
の
時
は
、
有
志
連
合
海
上
部
隊
司

令
部
に
通
報
し
、
同
司
令
部
が
そ
の

小
型
船
に
対
処
し
ま
し
た
。 

Ｑ 
当
時
の
思
い
出
に
つ
い
て
。 

Ａ 

ジ
プ
チ
は
暑
い
国
で
、
６
月
と

も
な
る
と
気
温
が
50
度
を
超
え
ま
す
。

私
は
司
令
の
立
場
で
す
の
で
屋
外
で

の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
参
加
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
汗
を
ぬ

ぐ
っ
た
ハ
ン
カ
チ
を
絞
っ
て
汗
を
拭

い
て
い
た
の
が
思
い
出
の
一
つ
で
す
。 

現地を訪れた杉本海幕長（当時）を案内 
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南
関
東
防
衛
局
に
は
去
年
、
今
年
に
成
人

を
迎
え
た
若
手
職
員
が
い
ま
す
。
入
省
間
も

な
い
彼
ら
で
す
が
、
今
年
１
月
23
日
に
横
須

賀
市
に
拠
点
を
お
く
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
ブ
ル
ー

湘
南
の
「
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
ス
タ
ジ
オ

へ
」
に
出
演
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
番
組
は
毎
月
第
３
木
曜
日
に
丸
井
局

長
ら
が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
、
「
防
衛

ト
ー
ク
」
と
題
し
様
々
な
ゲ
ス
ト
か
ら
話
し

を
聞
く
も
の
で
す
。 

 

今
回
出
演
し
た
の
は
、
調
達
部
土
木
課
の
江

口
君
と
企
画
部
住
宅
防
音
第
２
課
の
木
全

（
き
ま
た
）
君
。
南
関
東
防
衛
局
で
の
仕
事

の
様
子
や
今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
聞
き

ま
し
た
。 

丸井局長（中）とともに地元のラジオ番組に出演した 
新成人の江口雅也君(右)と１年先輩の木全悠助君(左) 

Ｑ 

入
省
の
動
機
を
教
え
て
下
さ
い
。 

Ａ
（
江
口
）
兄
が
海
上
自
衛
隊
で
働
い
て

い
ま
し
て
、
防
衛
省
関
係
に
興
味
を
持
ち
、

防
衛
省
を
選
び
ま
し
た
。
私
は
工
業
高
校

の
土
木
科
で
し
た
の
で
、
公
共
工
事
に
も

興
味
が
あ
り
選
び
ま
し
た
。 

Ａ
（
木
全
）
私
の
祖
父
が(

陸
上)

自
衛
官

だ
っ
た
の
で
、
幼
少
の
頃
か
ら
よ
く
基
地

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
回
数
を
重
ね
る
度
に
段
々
と

戦
車
や
ヘ
リ
な
ど
の
装
備
品
に
興
味
を
持

ち
始
め
、
中
学
3
年
生
の
頃
に
は
防
衛
省

で
勤
務
し
た
い
と
思
い
始
め
ま
し
た
。 

 

Ｑ 

実
際
に
防
衛
省
に
入
っ
て
み
て
い
か

が
で
し
た
か
。 

Ａ
（
江
口
）
自
衛
隊
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

大
き
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
就
職
し
て
み

る
と
様
々
な
分
野
の
仕
事
が
あ
り
、
な
か

で
も
基
地
内
の
整
備
に
携
わ
る
仕
事
が
で

き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
分
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す
が
、
上

司
や
先
輩
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
頂
い
て
い

る
の
で
、
楽
し
く
仕
事
が
で
き
て
い
ま
す
。 

 
 

Ａ
（
木
全
）
現
在
、
厚
木
飛
行
場
周
辺
な

ど
の
住
宅
に
対
し
、
飛
行
場
の
運
用
に
伴

う
航
空
機
に
よ
る
騒
音
の
障
害
を
防
止
、

軽
減
す
る
た
め
に
防
音
工
事
の
助
成
を
行

う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
幼
い
頃
か
ら

テ
レ
ビ
な
ど
で
見
て
い
た
自
衛
隊
員
の
活

動
と
い
う
の
と
は
ま
た
違
っ
た
、
こ
う
い

う
裏
方
的
な
仕
事
も
あ
る
の
だ
な
と
い
う

の
が
、
驚
き
と
い
う
か
発
見
で
し
た
。 

 

Ｑ 

将
来
の
夢
や
抱
負
を
教
え
て
下
さ
い
。 

Ａ
（
江
口
）
親
孝
行
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
い
い
人
に
恵
ま
れ
、
家

庭
を
持
ち
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
た

く
さ
ん
勉
強
し
て
一
人
の
大
人
と
し
て
他

人
か
ら
求
め
ら
れ
、
頼
ら
れ
る
存
在
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

Ａ
（
木
全
）
い
ろ
い
ろ
な
部
署
で
、
い
ろ

い
ろ
な
仕
事
に
携
わ
っ
て
み
た
い
で
す
。

私
の
上
司
が
、
ち
ょ
う
ど
私
の
年
齢
の
20

年
後
ぐ
ら
い
の
年
齢
な
の
で
す
が
、
私
も

そ
の
上
司
の
様
に
、
強
く
、
頼
ら
れ
る
人

に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

■２０１４年５月３日（土）  

※チラシは昨年のもの 

✓米海軍・海自航空機の地上展示 

✓アメリカンフードなどの販売 

✓飛行隊グッズ販売 

✓ライブコンサート 他 

春は管内の在日米軍基地で基地開放が行われます。この機会に是非足を運んでみて下さい。 

米陸軍キャンプ座間 日米親善桜まつり 米海軍厚木航空施設 日米親善春祭り 

■行き方： 
 相模鉄道「さがみ野駅」下車 
 徒歩２０分 

■２０１４年４月５日（土）１１：００～１８：００  

✓ストリート・パフォーマンス 

✓インターナショナルフードコーナー 

✓ゲーム広場 

✓ライブコンサート 他 

■行き方： 
 小田急線「相武台前駅」下車徒歩１０分 
 ＪＲ相模線「相武台下駅」下車徒歩１５分 

南関東防衛局 

 ルーキー紹介 
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